岡山まちの夢 学生発☆実現プロジェクト

「岡山まちの夢 学生発☆地域の宝プロジェクト・企画提案書」

まとめ方の例・注意事項

■　この企画提案書の内容により、「学生発☆地域の宝プロジェクト」の事業としての決定を行いますので、内容はできるだけわかりやすく具体的に記載してください。

■　商店街など地域の魅力や集客力を向上する個性的・画期的なプロジェクトを募集します。なお、テーマ作成にあたっては、平成２５年度の「岡山まちの夢学生アイデアコンテスト」の提案を参考にして、作成してください。
■　企画提案書に記載するプロジェクトについては、新たな活動を原則としますが。既存の活動や事業であっても、内容の拡充や新たな企画等に関するものであれば可とします。

■　企画提案書の記載欄が不足する場合は、別紙に記載し、添付していただいても結構です。また、ワープロで記載する場合は枠や欄を拡大・縮小しても結構です。
■　また、必要に応じて、この「企画提案書」の他に添付書類を作成・提出していただいても結構です。
※「企画提案書」の各項目のまとめ方の例・注意事項
各項目の検討ポイントに従って、企画提案書をまとめて書いてください。各項目を書いていくと、前の項目や他の項目をもっと良くできると思うことも多いでしょう。まず一度、全体をまとめてみて、何度もバージョンアップすることによって、よりよい企画提案書を作成することができます。


＜検討・記載のポイント＞
「タイトル・副題」と「概要・コンセプト」については、全体のまとめとして、最後に書くのがいいでしょう。（３ページ参照） ただし、「概要・コンセプト」については、「５.プロジェクトの具体的な事業内容」を記入していく作業と平行して、プロジェクトの核となる部分を固めていったほうがスムーズです。

＜検討・記載のポイント＞
　□特定の街・エリアで実施するプロジェクト

　　→（例）○○市、○○市の商店街、○○市の△△地区 など
□広く県内の街で実施するプロジェクト
　　→(例)岡山県の広い地域を対象として情報発信するプロジェクト。
　　→(例)岡山県内の複数のまちや広域的に実施するプロジェクト
　　　（エリアの例：高梁川流域、中山間地域 など）

　
　
　　
①「このプロジェクトを考えたきっかけとなった地域の魅力・課題」

　みなさんがプロジェクトの企画提案をつくる時に注目した地域の魅力や課題について、何を、どのように注目したのか、説明してください。
※地域の潜在的な魅力・可能性

地域にある、自然、地元の産品、作物、食、歴史・文化、施設・古民家・街並み、リサイクル品、お店、産業、働く人など、魅力のある素材として活かせるもの（地域資源）
※地域の現状・課題

地域の人たちが困っていること、他のまちにあるのに地元にないもの、地元では無理だとあきらめていること など
○主に「地域の潜在的な魅力・可能性」を着想点にする場合（記載例）
・地元のおいしい特産品が地元の人にも知られていない 
・珍しい農作物があるのに誰も知られていない。
・風情のある町並みがあるのに観光客にあまり知られていない。

・大正時代からある立派な古民家が使われずに、つぶされるのはもったいない。 

○主に「地域の現状・課題」を着眼点にする場合（記載例）
・中山間地域で耕作放棄地が増えてきている。 
・商店街の後継者が不足しているので、困っている。

・あまり若い人が少ないので、地域に活気がない。

・外出に苦労するお年寄りが買い物に行けなくて困っている。 

・ボランティアをしたい高校生が増えているのに機会が少ない。 

・子育ての終わったお母さんが会社員時代の経験を活かして働けない。

②「参考にした学生アイデアコンテストのタイトル名、目的・目標」

プロジェクト(企画提案書)作成にあたって、参考にした平成２５年度「岡山まちの夢学生アイデアコンテスト」の提案アイデアのタイトルを記入してください。

アイデアは応募パンフレットの見開きページに一部の概要を掲載しています。また、下記ホームページに全てのアイデアの企画書を掲載しています。この中から参考にしたアイデアのタイトルを記入してください。
※参考にしたアイデアが複数ある場合は、それぞれ記入していただいても結構です。

そして、アイデアによって提案するプロジェクトを思いついたきっかけや、アイデアに皆さんの思いを重ねて、どのような目標を考えたかを記入してください。
※【アイデア掲載ホームページ】
　岡山まちの夢事務局　ホームページ　http://www.nporasa.org/machi-dream

（記載例）

・商店街を歩いていて空き店舗が多く、何とかしたいと思っていたところ、昨年度の学生アイデアコンテストの「○○○○○」というアイデアを活用して、そして、自分たちがカフェが好きなので、期間限定の学生カフェを開きたいと思い提案しました。

・まちの中心部に人が集まようよう、何とかしたいと思っていたところ、昨年度の学生アイデアコンテストの「○○○○○」というアイデアや「●●●●●」というアイデアを参考にして、そして、自分たちがデザインを学んでいるので、お洒落な街歩きマップを作成したいと思い提案しました。


＜検討・記載のポイント＞ 

４の記載内容（きっかけ、参考にするアイデア、目標）を踏まえて提案するプロジェクトの内容・場所・運営・実施方法・日程の概要などを具体的に記載してください。

＜検討・記載のポイント＞ 

連携する団体・外部の協力団体（地域の団体、商店街名など）を記入してください。
連携する団体等が未定の場合は、希望する団体名を記入してください。

※特に希望がない場合は、主催者側で調整させていただきます。


＜検討・記載のポイント＞
みなさんのプロジェクトが成功した場合の効果を記入してください。 

例）「学生が自ら企画・運営する期間限定チャレンジショップ」 
（効果）

・実際の店を運営することで、学生にとって勉強になる。

・チャレンジショップを中心に、若者がまちに集まるようになる。
ここまでのステップを総括して、プロジェクトの概要・タイトルをまとめてみましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓　　　

　
提案書の２、４～７の各項目を書きあげたら、全体を見て、プロジェクトのユニークな点、魅力的な点など「キーワード」と思われるものを５個程度あげてみましょう。そのキーワードを盛り込んで、このプロジェクトのコンセプトとして、２００字程度で簡潔にまとめてください。

○タイトル

３をもとにして、とりわけ主張したいこと、訴えかけたいことを絞り込んで、わかりやすく表現するのがこのタイトルです。実施したいプロジェクトが、どのようなものか、その良い点、特長が何かが直感的にわかるようなタイトルを考えましょう。 

○副題 

「学生発☆」の皆さんの活動が生み出す元気な地域のイメージを盛り込んでください。

提案するプロジェクトを進めるスケジュールを記載してください。
特にプロジェクトの「スタート」と「終了時点」がわかるように記載してください。平成２７年２月中旬に公開成果発表会を開催しますので、基本的には平成２６年１２月末を目処に終了するようなスケジュールを組んでいただけたらと思います。

※なお、実施したいことが、平成２７年１月以降も続く場合は、その旨をスケジュールに記載してください。(その場合は、遅くとも平成２７年２月末日までに事業を終了してください。)
実際に行う取り組みは、期間中を通しての継続的な取組みでも、イベントのように一時期に集中して実施するものでも結構です。

プロジェクトを実施するために事業費が必要な場合は、実費（上限あり）の範囲内で、企画提案書に盛り込まれた内容で、期間内に実施する事業に直接必要な経費を計上した委託契約を締結して実施することができます。　
※自己資金で支払う経費の記入は不要です。

※応募数、又は予算等を勘案して金額を減額調整させていただくことがあります。
※事業費の額の決定に際しては、平成２５年度の「岡山まちの夢学生アイデアコンテスト」の応募関係者を優先させていただきます。
※なお、事業費が不要である場合でも、本プロジェクトへの応募・参加は可能です。
	対象となる経費


	プロジェクト事業を実施するために直接必要と認められる経費であって、プロジェクト実施期間中に支出される経費

	
	旅費・交通費
	(例)プロジェクト活動に係るメンバーの交通費 など

	
	謝礼金

	(例)外部講師や外部協力者への謝礼金 など
※プロジェクトのメンバー本人及び教授への謝礼等は対象外です。

	
	消耗品費
	(例)事務用品、紙、参考図書資料等の購入費 など

	
	印刷製本費
	(例)プロジェクトのチラシやリーフレットの印刷代 など 

	
	原材料費
	(例)事業を紹介するパネルなどの作成に必要な費用  など

	
	　 通信運搬費
	(例)事業の実施に際し、郵送等に必要な経費  など

	
	使用料及び賃借料
	(例)会場・機材・資材等の借り上げ料 など

	
	その他※
	その他、事業実施に必要な経費


※人件費，個人給付的な経費（個人の講座・研修参加費や飲食費・交際費等）などは対象外です。

※地域の宝プロジェクトとして、学校外で活動する場合の保険費については、原則として主催者でボランティア保険に加入します。
※空き店舗を有効活用した取組やイベントの開催などで、場所の借上先、貸借方法が未定の場合、主催者も出来る限りの調整協力を行いますので、別途協議させてください。
■「1.プロジェクトのタイトルと副題」


■「３.プロジェクトの概要・コンセプト（200字程度）」


 








■「２ .プロジェクトの実施地域」





 








■「４. プロジェクトを思いついたきっかけ、参考にした平成2５年度の『岡山まちの夢学生アイデアコンテスト』のアイデア、目的・目標」





 








■「６．プロジェクト実施にあたっての地域との連携」








 








■「５.プロジェクトの具体的な事業内容」








 








■「７．プロジェクトの実施によって期待される効果」








 








■「３．プロジェクトの概要・コンセプト」








 








■「８．事業実施スケジュール」








 








■「９．事業費（予算）」








 








■「1.プロジェクトのタイトルと副題」











1

